
                                

  

 
 

  
 

 
 

  
 

            

『
い
の
ち
署
名
』
に 

 

ご
協
力
く
だ
さ
い 

 

今
、
私
た
ち
は
「
安
全
・
安
心

の
医
療
・
介
護
の
実
現
と
国
民
の

い
の
ち
と
健
康
を
守
る
た
め
」
の

国
会
請
願
署
名
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の
教
訓

を
経
て
、国
民
の
い
の
ち
と
健
康
、

暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
も
、
そ
し

て
新
た
な
ウ
イ
ル
ス
感
染
や
自
然

災
害
な
ど
の
事
態
の
際
に
経
済
活

動
へ
の
影
響
を
最
大
限
に
抑
え
込

む
た
め
に
も
、
医
療
・
介
護
・
福

祉
、
そ
し
て
公
衆
衛
生
施
策
の
拡

充
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
国
民
が

安
心
し
て
く
ら
せ
る
社
会
実
現
の

た
め
に
５
つ
の
請
願
項
目
で
署
名

を
す
す
め
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協

力
く
だ
さ
い
。 

諏
訪
共
立
病
院
内
で
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
署
名
用
紙
付
き
チ

ラ
シ
も
お
配
り
し
て
い
ま
す
。 

            

ま
た
署
名
に
先
駆
け
て
県
社

保
協
を
含
む
民
医
連
や
医
労
連
等

の
８
団
体
の
連
名
で
県
下
の
77

自
治
体
に
請
願
署
名
と
同
じ
５
項

目
で
陳
情
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年

の
12
月
議
会
で
審
議
が
行
わ
れ
、

72
議
会
が
採
択
・
一
部
採
択
、
４

議
会
が
否
決
、
１
議
会
は
継
続
審

査
。
そ
の
内
、
諏
訪
６
市
町
村
で

は
諏
訪
市
議
会
と
茅
野
市
議
会
が

残
念
な
が
ら
否
決
し
ま
し
た
。 

し
か
し
、
多
く
の
自
治
体
が
陳

情
内
容
に
理
解
を
示
し
、
国
に
対

し
て
意
見
書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。 

後
期
高
齢
者
の
窓
口

負
担
２
倍
化
反
対
！ 

今
、
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
国
民

の
暮
ら
し
が
脅
か
さ
れ
、
生
命
す

ら
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
な
お
、

政
府
は
「
全
世
代
型
社
会
保
障
改

革
」
を
推
進
し
、
今
通
常
国
会
に

は
、
医
師
の
働
き
方
改
革
、
地
域

医
療
構
想
推
進
、
外
来
医
療
の
機

能
の
明
確
化
・
連
携
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
医
療
法
改
定
法
案
や
、
後

期
高
齢
者
医
療
の
窓
口
負
担
見
直

し
を
中
心
と
し
た
医
療
保
険
法
改

定
法
案
が
提
出
さ
れ
、
早
い
テ
ン

ポ
で
審
議
が
進
ん
で
い
ま
す
。
75

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療
で
は
、

「
現
役
世
代
の
負
担
軽
減
」
を
理

由
に
、
負
担
能
力
の
あ
る
高
齢
者

に
も
負
担
を
求
め
る
と
し
て
、
課

税
所
得
28
万
円
以
上
か
つ
年
収

２
０
０
万
円
以
上
（
複
数
世
帯
は

合
計
３
２
０
万
円
以
上
）
を
対
象

に
、
医
療
費
窓
口
負
担
を
２
割
に

引
き
上
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
高
齢
者
は
病
気
に
な
る

リ
ス
ク
が
高
く
、
一
方
で
収
入
の

大
半
を
年
金
に
頼
っ
て
お
り
高
い

保
険
料
負
担
は
困
難
で
す
。
そ
の

財
政
運
営
は
、
窓
口
負
担
分
を
除

く
給
付
費
に
つ
い
て
、
公
費
（
約

５
割
：
国
25
％
、
都
道
府
県
と
市

町
村
が
各
８
％
、
調
整
交
付
金

８
％
）と
現
役
世
代
の
支
援
金（
約

４
割
）、残
り
１
割
を
後
期
高
齢
者

が
保
険
料
負
担
す
る
し
く
み
で
、

現
役
世
代
の
負
担
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
い
制
度
設
計
で
す
。
そ
の
た

め
、
支
援
金
を
負
担
す
る
被
用
者

保
険
、
特
に
所
得
の
高
い
大
企
業

従
業
員
が
加
入
す
る
健
康
保
険
組

合
か
ら
、
負
担
軽
減
が
強
く
要
望

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今

回
の
改
定
法
案
に
よ
る
現
役
世
代

の
保
険
料
負
担
削
減
効
果
は
わ
ず

か
で
、
厚
生
労
働
省
の
試
算
に
よ

っ
て
も
、
25
年
度
で
１
人
当
た
り

８
０
０
円
／
年
、
月
換
算
67
円
程

度
に
と
ど
ま
り
ま
す
。
今
回
の
窓

口
負
担
２
倍
化
は
現
役
世
代
の
負

担
軽
減
を
口
実
に
し
た
国
の
社
会

保
障
費
削
減
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
を
多
く
の
人
々
に
知
ら

せ
、
署
名
も
増
や
し
、
皆
さ
ん
の

力
で
断
固
阻
止
し
ま
し
ょ
う
。 

諏訪地方 
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【請願項目】   
①今後も発生が予想される新たな感染症拡大などの事態にも対応

できるよう、医療、介護、福祉に十分な財源確保を行うこと。 

②公立公的病院の統合再編や地域医療構想を見直し、地域の声を踏

まえた医療体制の充実を図ること。 

③安全・安心の医療・介護提供体制を確保するため、医師・看護師・

医療技術者・介護職などを大幅に増員すること。 

④保健所の増設・保健師などの増員など公衆衛生行政の拡充を図る

こと。ウイルス研究、検査・貿易体制などを強化・拡充すること。 

⑤社会保障に関わる国民負担軽減を図ること。 


